
小惑星「イトカワ」の表面物質搭載カプセルを地球に持ち帰ることに成功した小惑星探査機「はやぶさ」の帰還から10年。
「はやぶさ」帰還の様子を現地・オーストラリアで観測、ライブ中継を行い、全国の宇宙ファンを熱狂させた和歌山大学宇宙教育
研究所（当時）のメンバーを中心に、当時の様子やその後の研究、さらに12月に「リュウグウ」から帰還予定の「はやぶさ2」の近
況などを、専門家を招きざっくばらんにお話します。

共催：飯田市美術博物館、和歌山市・和歌山大学地域連携推進協議会（和歌山市、和歌山大学）、JAXA宇宙科学研究所

飯田市美術博物館

TEL：0265－22－8118
https://www.iida-museum.org/

プラネタリウム担当 吉住

〒395-0034 長野県飯田市追手町2-655-7

和歌山大学紀伊半島価値共創基幹

TEL：073-457-7127

Mail：machikado@ml.wakayama-u.ac.jp
https://www.wakayama-u.ac.jp/region/

〒640-8510 和歌山市栄谷 930

まちかど事業担当 後藤・日方

協力：関西テレビ放送

また、関西テレビ放送さま、コニカミノルタプラネタリウムさまのご協力で「はやぶさ2 ～太陽系の起源を探る大いなる冒険」のダイジェスト映像が期間限定で公開されます。


